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①
宅
美
茉
佑
さ
ん（
牛

久
二
小
）
…
震
災
時
の

避
難
所
や
食
料
の
対

策
に
つ
い
て

市
長　

避
難
所
で
は
毛
布
な
ど
の
準
備
の
ほ

か
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
使
用
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
大
規
模
停
電
の
対
策
と
し
て
、
発
電

機
な
ど
の
整
備
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
食
料

は
、
市
の
防
災
倉
庫
に
お
粥
な
ど
１
万
食
の

備
え
が
あ
る
ほ
か
、
県
内
44
市
町
村
お
よ
び

埼
玉
県
北
本
市
、
宮
城
県
色
麻
町
と
の
相
互

応
援
協
定
な
ど
に
よ
り
物
資
の
支
援
が
可
能

で
す
。
飲
み
水
は
、み
ど
り
野
第
一
児
童
公
園
、

刈
谷
第
一
児
童
公
園
、
岡
田
小
学
校
に
消
火

兼
用
の
１
０
０
ト
ン
タ
ン
ク
と
給
水
車
を
１

台
配
備
し
て
い
ま
す
。②

下
司
彩
加
さ
ん（
牛

久
小
）
…
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
い
て

市
長　

市
で
は
、
ま

ち
の
活
性
化
の
一
つ
と
し
て「
牛
久
ワ
イ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」を
ま
と
め
、
国
の
重
要
文

化
財
で
あ
る「
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
」
を
中
心

と
し
た
中
心
市
街
地
の
整
備
計
画
を
作
り

ま
し
た
。
ま
た
、
牛
久
駅
前
で
は
２
カ
月

に
一
度「
ど
ん
ど
ん
祭
り
」を
開
催
し
た
り
、

牛
久
沼
周
辺
で
は
散
策
路
の
整
備
な
ど
を

進
め
、
歩
い
て
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
保
井
響
さ
ん（
奥
野

小
）…
少
子
化
対
策
に

つ
い
て

市
長　

市
で
は
、
待

機
児
童
を
な
く
す
た
め
保
育
園
整
備
を
計

画
的
に
行
い
、
平
成
24
年
度
に
ひ
た
ち
野

う
し
く
地
区
に
私
立
保
育
園
が
開
園
予
定

で
す
。
ま
た
、
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用

し
た
新
た
な
保
育
園
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
６
年
生
ま
で
利
用
可
能
で

土
曜
日
も
開
設
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
や

子
育
て
広
場
な
ど
の
充
実
、
医
療
費
や
子

ど
も
の
予
防
接
種
な
ど
の
助
成
を
し
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

④
齋
田
莉
帆
さ
ん（
奥

野
小
）…
震
災
へ
の
対
策

に
つ
い
て（
学
校
関
連
）

市
長　

市
内
の
小
中

学
校
耐
震
補
強
工
事
は
、
来
年
の
中
根
小

学
校
の
工
事
で
全
て
地
震
に
強
い
校
舎
に
な

り
、
今
度
は
小
中
学
校
の
体
育
館
の
工
事
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
学
校
で
の
避
難
や
待
機

の
際
に
必
要
な
水
は
、
消
火
用
水
兼
用
の
タ

ン
ク
が
市
内
３
カ
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
飲

み
水
を
運
ぶ
車
１
台
が
市
役
所
に
準
備
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
井
戸
は
学
校
・
集
会
所

な
ど
に
あ
り
ま
す
。
食
料
は
市
の
防
災
倉
庫

に
１
万
人
分
の
備
え
が
あ
り
、
学
校
な
ど
の

避
難
所
に
運
び
入
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
、
防

寒
用
の
毛
布
５
０
０
０
枚
、
簡
易
ト
イ
レ

２
０
０
基
、
発
電
機
や
投
光
器
な
ど
も
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。

⑤
髙
橋
慶
浩
さ
ん（
牛

久
二
小
）
…
環
境
問
題

に
つ
い
て

市
長　

市
で
は
、
平
成

20
年
に「
牛
久
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

を
作
り
、
地
域
の
資
源
が
循
環
す
る
仕
組
み

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
で
集
め
た
廃

食
用
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
今
回
の
震
災
で
は
支
援
物
資

の
搬
送
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た「
学

校
給
食
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」や
刈
谷
地
区
の

「
生
ご
み
の
堆
肥
化
活
動
」な
ど
、
地
域
循
環

型
の
社
会
を
作
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

⑥
飯
島
美
結
さ
ん（
神

谷
小
）
…
小
児
救
急
医

療
に
つ
い
て

市
長　

市
内
の
医
療

機
関
の
数
は
約
２
倍
に
増
え
、
毎
日
い
る
小

児
科
医
は
５
人
、
交
替
勤
務
の
先
生
が
23
人

で
す
。
夜
間
な
ど
の
救
急
対
策
は「
小
児
救

急
輪
番
制
」を
実
施
し
て
い
て
、
入
院
や
手

術
が
必
要
な
場
合
は
、
土
浦
協
同
病
院
、
Ｊ

Ａ
と
り
で
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
筑
波
大
学

附
属
病
院
、
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病

院
へ
搬
送
で
き
る
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑦
田
部
博
也
さ
ん（
ひ

た
ち
野
う
し
く
小
）
…

か
っ
ぱ
祭
り
と
地
域
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て

市
長　

「
う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
」は
、
毎
年
２

日
間
で
約
24
万
人
が
来
場
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
実
行
委
員
会
や
消
防
・
救
急
の

方
な
ど
、
多
く
の
方
の
協
力
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
姉
妹
都
市
や

市
内
外
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
な
ど
、
祭

り
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
国
籍
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
意
見
を
市
政
に

　

牛
久
市
小
学
生
模
擬
議
会

　

８
月
10
日
、
市
議
会
議
場
で「
平
成
23
年
度
牛
久
市
小
学
生
模
擬
議
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
模
擬
議
会
は
、牛
久
市
の
将
来
を
担
う
小
学
生
に
、地
方
自
治
の
仕
組
み
を
学
び
、

市
の
政
策
決
定
の
過
程
や
市
議
会
の
運
営
方
法
な
ど
を
体
験
し
理
解
し
な
が
ら
、
牛
久
市

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
市
内

各
小
学
校
の
５
・
６
年
生
16
人
が
参
加
し
、
小
学
生
か
ら
市
政
に
対
し
新
鮮
味
あ
ふ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
、
市
執
行
部
も
定
例
議
会
同
様
に
熱
心
に
答
弁
し
ま
し
た
。
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⑧
秀
島
柚
夏
さ
ん（
向

台
小
）
…
交
通
安
全
に

つ
い
て

市
長　

新
し
い
家
な
ど

を
建
て
る
と
き
に
は
、
そ
の
内
容
を
市
で
審

査
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
建
物
や
た

く
さ
ん
の
家
を
一
度
に
建
て
る
と
き
は
、
周

り
の
安
全
に
も
十
分
注
意
し
、
必
要
な
場
所

に
は
警
備
員
を
つ
け
て
も
ら
う
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
に
、
自
動
車
運
転
マ
ナ
ー
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
し
た
り
、
交
通
安
全
母
の
会
や
学

区
内
の
大
人
が
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑨
池
田
あ
さ
ひ
さ
ん

（
牛
久
小
）
…
福
祉
に

つ
い
て

市
長　

市
で
は「
高
齢

者
あ
ん
し
ん
電
話
」を
開
設
し
、
い
つ
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
て
、
本
年
４
月
に
は「
成
年

後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
し
、
財
産

の
管
理
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
整
備
中
の「
見
守
り
台
帳
」を
通
し
て
、
現

在
１
２
９
０
人
い
る
一
人
暮
ら
し
や
外
出
の
で

き
な
い
高
齢
者
が
各
地
域
の「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」で
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
安
心
し
て
長
生
き

で
き
る
街
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑩
伊
野
仁
崇
さ
ん（
岡

田
小
）
…
観
光
資
源
の

活
用
に
つ
い
て

市
長　

昨
年
、
市
の
観

光
客
数
は
約
１
２
８
万
人
で
、
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は「
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
」と「
牛

久
大
仏
」と
い
う
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
、
圏
央
道
の
開
通
や「
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」か
ら
の
観
光
客
が
牛
久
市

を
訪
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
観
光
ア
ヤ
メ
園
か
ら
牛
久
城
址
を
結
ぶ

散
策
路
を
整
備
し
、
観
光
資
源
の
活
用
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

⑪
中
尾
衣
里
さ
ん（
中

根
小
）…
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
数
に
つ
い
て

教
育
長　

ひ
た
ち
野
う

し
く
地
区
の
人
口
増
加
に
よ
り
、
児
童
生
徒

数
は
現
在
６
４
１
９
人
と
な
り
、
５
年
後
に

は
約
７
０
０
０
人
前
後
に
な
る
見
込
み
で
す
。

そ
の
た
め
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
で
は

教
室
の
増
築
工
事
を
計
画
し
て
お
り
、
下
根

中
学
校
の
教
室
不
足
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
岡
田
小
学
校
の
児
童
が
牛
久
第
一

中
学
校
の
学
校
区
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
向
台
小
学
校
な
ど
で
は
児
童
生
徒
数
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

⑫
下
川
諒
也
さ
ん（
向

台
小
）
…
自
然
保
護
に

つ
い
て

市
長　

市
で
は
、
良
好

な
自
然
環
境
を
残
し
て
い
く
た
め
に「
牛
久

自
然
観
察
の
森
」や「
み
ど
り
の
保
全
区
」な

ど
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
田
宮
西
地
区

で
計
画
し
て
い
る
近
隣
公
園
で
も
、
自
然
の

地
形
を
活
用
し
、
森
林
を
で
き
る
だ
け
残
し

た
公
園
に
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現
在
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
森
林
内
の
草
刈
り
を
行
い
、

豊
か
な
里
山
の
自
然
環
境
を
残
す
取
り
組
み

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。⑬

北
川
裕
貴
さ
ん（
中

根
小
）
…
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
震
災
対
策
に
つ

い
て

市
長　

今
回
の
災
害
に
お
い
て
市
内
全
域

で
発
生
し
た
断
水
で
は
、
給
水
車
や
市
内

３
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
耐
震
性
防
火

水
槽
か
ら
飲
料
水
の
配
給
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
家
屋
に
被
害
が
あ
っ
た
世
帯
の
方
々

に
は
、
市
営
住
宅
に
緊
急
入
居
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
建
築
の
基
準
が
震
度
６
の
地
震
に

耐
え
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
余
震
な
ど
の

状
況
に
応
じ
て
、
集
会
所
や
小
中
学
校
な

ど
に
避
難
し
て
も
ら
い
ま
す
。

⑭
中
島
駿
さ
ん（
神
谷

小
）
…
環
境
問
題
に
つ

い
て

市
長　

平
成
22
年
度

の
市
の「
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た

ご
み
の
全
体
量
」は
２
万
８
５
５
３
ト
ン
で
、

平
成
18
年
度
比
約
５
％
の
削
減
と
な
り
、

「
市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
」

は
、
９
６
９
グ
ラ
ム
と
４
年
連
続
で
減
少

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
み
の
処
理
に

約
10
億
６
０
０
万
円
の
費
用
が
掛
か
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
家
庭
で
の
分
別
の
徹
底

や
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
事
業
所
の
拡
大
、

ま
た
新
た
に
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業

な
ど
を
進
め
、
ご
み
減
量
に
努
め
ま
す
。

⑮
片
倉
望
裕
さ
ん（
ひ

た
ち
野
う
し
く
小
）…

節
電
対
策
に
つ
い
て

市
長　

市
で
は
、
前
年

と
の
比
較
で
25
％
の
電
力
削
減
の
目
標
を
掲

げ
、
①
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
設
置
②
照
明
な

ど
の
使
用
数
を
減
ら
す
③
扇
風
機
の
利
用
④

パ
ソ
コ
ン
を
省
電
力
に
設
定
⑤
涼
し
い
服
装

で
の
勤
務
な
ど
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

を
導
入
し
た
と
き
の
費
用
や
節
電
効
果
な
ど

を
比
べ
て
、
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

⑯
佐
久
間
楓
花
さ
ん

（
岡
田
小
）
…
税
金
に

つ
い
て

市
長　

市
民
の
方
が
市

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
平
成
23
年
度

の
見
込
み
で
年
間
約
１
１
２
億
円
で
す
。
こ

の
大
切
な
お
金
は
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学

校
の
建
設
や
、
市
内
道
路
を
整
備
し
た
り
、

ゴ
ミ
を
集
め
て
処
理
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
を
走
ら
せ
た
り
、
学
校
の
水
道

料
や
電
気
代
の
支
払
い
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

牛久市小学生模擬議会
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